
以
下
多
欲
の
外
人
の
報
を
に
基
い
で
精
密
に
検
討
し
て
ふ
ら
れ
る
。

　

以
上
が
所
収
論
文
の
概
要
で
あ
る
が
、
巻
頭
の
「
細
済
史
上
に
お
け
る

近
世
支
那
社
會
の
性
質
」
以
外
は
、
何
れ
も
明
・
溝
時
代
の
貨
幣
耕
地
人

白
等
の
細
済
事
賓
そ
の
も
の
の
登
展
的
過
程
や
訓
査
七
Ｉ
を
の
で
あ
っ
て

所
謂
食
貨
志
的
叙
述
で
あ
り
、
文
獣
に
表
れ
た
る
額
数
よ
り
帰
納
す
れ

ば
、
常
然
か
ゝ
る
結
論
は
導
き
出
ぎ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
論
旨
は
誤
謬

が
無
く
一
々
首
肯
し
得
る
と
し
て
も
、
軍
盤
に
し
て
些
か
精
彩
を
訣
く
憾

み
が
あ
る
。
尤
も
此
の
訣
陥
は
、
細
済
史
が
鯉
清
現
象
に
闘
す
る
事
賞
の

歴
史
で
あ
る
鮎
に
於
て
、
経
済
思
想
史
や
歴
史
の
細
済
的
親
鮎
に
立
つ
説

明
と
異
な
-
C
N
、
理
論
構
成
よ
り
事
貴
辺
蒐
集
に
傾
注
す
る
結
果
よ
り
暦
来

さ
れ
る
篤
め
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
細
済
史
自
身
に
内
在
す
る
弱
さ
で
あ

り
、
此
處
に
紅
沸
史
に
對
す
る
吾
人
の
悟
り
な
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
故

に
斯
か
る
不
満
悠
を
以
て
本
書
を
遇
す
る
が
如
き
は
、
細
済
史
の
本
末
の

立
場
を
理
解
し
な
い
も
の
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
、
最
後
に
、
煩
雑
な
る
数

字
の
検
討
を
厭
は
す
整
理
表
示
し
て
、
今
後
の
近
世
支
那
細
済
専
攻
者
に

好
個
の
指
針
を
揖
へ
ら
れ
仁
著
者
の
長
年
の
御
努
力
と
其
の
原
苦
に
謝
意

を
表
し
て
、
此
の
魚
雑
な
る
紹
介
を
絡
る
。
―

　
　
　
　

（
岡
本
午
こ

ア
ジ
ア
民
族
誌

　
　
　
　
　

昭
和
十
八
年
一
月

　
　
　
　
　

Å
５
判
三
八
八
頁

Ｅ
ニ
フ
。
ツ
ェ
ル
原
著

向

　

坂

　

逸

　

郎
詞

生

　

活

　

１
　

定

　

恨

　

四
川

六ト登
拾
践行

　
　
　
　

大
東
μ
戦
蜃
の
輝
か
し
い
進
腱
に
作
う
て
、
大
東
亜
諸
地
域
の
民
族
問

認

　

題
は
我
々
の
脳
裏
に
嘗
で
な
き
矢
い
な
る
地
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
つ

仁
ｏ
両
し
て
隨
族
そ
の
も
の
の
圧
論
的
検
討
は
夙
に
高
田
保
馬
博
士
分
姶

め
と
し
て
、
小
松
堅
太
郎
・
新
明
正
道
・
高
坂
正
顧
・
臼
井
二
倚
諸
氏
に

よ
っ
て
綾
け
ら
れ
い
数
々
の
成
果
炉
生
み
出
さ
れ
来
つ
た
の
で
あ
る
が
、

民
族
の
具
益
的
現
象
に
開
す
る
探
求
も
大
歌
の
進
展
と
共
に
愈
々
拍
車
を

加
へ
来
っ
た
親
が
あ
る
。
民
族
學
関
係
の
著
作
・
皺
譚
の
盛
行
は
何
よ
り

も
雄
滸
に
此
の
事
を
物
語
る
。

　

本
年
初
頭
、
先
に
ラ
″
ツ
ェ
ル
の
「
偏
逸
」
（
中
央
公
論
祀
刊
）
を
邦
譚

さ
れ
た
向
坂
逸
郎
氏
が
、
同
じ
き
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
の
大
著
｡
.
Ｖ
ｏ
'
.
ｋ
ｅ
r
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
"

の
中
、
ア
ジ
ア
民
族
の
部
分
を
邦
課
刊
行
せ
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
よ
き
Ｉ

例
で
あ
ら
う
ノ
フ
ッ
ツ
ェ
ル
の

。
Ｖ
ｏ
　
ｋ
ｅ
ｒ
ｋ
ｕ
i
i
d
e
　
”
は
一
八
八
五
－
八
八

年
に
互
つ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
じ
て
總
計
二
四
〇
〇
頁
許
、
G
i
i
i
m
i
ｚ
i
i
-

ｇ
ｅ
　
ｄ
ｅ
r
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
｡
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｎ
ａ
t
ｕ
i
ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｓ
｡
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｎ
ａ
t
ｕ
ｒ
ｖ
o
l
-

ｋ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｏ
ｚ
ｅ
ａ
ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
｡
　
　
　
A
m
-
ｅ
ｎ
ｋ
ａ
ｓ

ｕ
ｎ
ｄ
　
　
Ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
｡

Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｋ
ｕ
l
t
ｕ
ｒ
ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ

ｄ
ｅ
ｒ
　
A
l
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｕ
乱
Ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｎ
　
W
e
l
t
の
諸
部
よ
り
成
る
が
、
本
課
に
は
Ｄ
ｒ
i
-

t
t
ｅ
ｒ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
.
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｋ
ｕ
Ｕ
ｕ
ｒ
ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
A
l
t
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｎ
　
W
e
l
ｔ
　
　
Ｓ

中
よ
り
ｌ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
　
　
　
i
i
n
d
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
r
ａ
ｓ
i
a
t
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｙ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
ｋ
ｒ
e
i
ｓ
｡

Ｓ
ｕ
ｄ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
i
n
d
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
ｋ
ｒ
e
i
ｓ
｡
　
　
Ｏ
ｓ
t
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

ｏ
ｓ
t
ａ
ｓ
i
a
t
　
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
ｈ
ｒ
e
i
ｓ
の
三
篇
を
撰
ん
で
邦
詳
さ
れ
仁
も
Ｐ
で
あ

る
。
尤
も
三
篇
全
部
の
謬
で
は
な
く
、
ｕ
ｅ
ｓ
　
ａ
ｓ
i
a
ｕ
ｓ
ｃ
ｎ
ｅ
　
　
ｂ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｎ
-

ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
t
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
W
i
i
ｓ
t
ｅ
ｉ
ｉ
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
t
｡
　
　
Ｓ
ｕ
ｄ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ

の
諸
章
を
訣
く
、
邦
課
の
部
分
は
左
の
如
し
（
邦
詳
の
章
名
に
よ
る
≒

二
）

　

蒙
古
今
チ
ベ
ッ
ト
人
及
び
ト
ル
’
諸
民
族
の
概
詑

（
二
）

　

蒙
古
人
と
ト
ル
つ
諸
民
族
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’
ヽ

　

こ
こ
）

月

　
　
　

（
四
）

　
　
　

（
五
）

　
　
　

ヱ
ハ
）

　
　
　

（
七
）

　
　
　

（
八
）

チ
ベ
ッ
ト
人

　
　
　
　

．

ベ
ン
ド
の
渚
民
族
概
況

イ
ｙ
ド
人

イ
ラ
ン
人
と
そ
の
血
縁
諸
民
族

イ
ン
ド
支
那
語
族
と
南
東
ア
ジ
ア
○
山
地
部
族

南
東
ア
ジ
ア
の
山
地
部
族

（
九
）

　

東
ア
ジ
ア
文
化
丿
史
的
概
観

（
十
）

　

東
ア
ジ
ア
人

♀
こ

　

支
那
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

（
士
こ

　

ア
ジ
ア
う
信
仰
形
ぎ
と
宗
教
倣
制

　

さ
て
ラ
ッ
ッ
エ
ル
は
く
c
i
l
k
e
r
ｋ
ｉ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
Ｌ
'
.
ｒ
t
c
i

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
こ
r
i
i
n
(
i
ｚ
ｕ
f
;
ｐ

ｖ
Ｔ
)
　
ｋ
ｅ
r
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
に
於
て
、
『
民
族
學
』
い
課
越
に
、
今
日
あ
る
が
ま
＾
ｏ
人

類
を
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
於
て
識
る
こ
と
で
」
あ
る
と
し
、
更
に
、

一
単
に
人
類
の
管
Ｆ
の
み
な
ら
す
、
こ
の
Ｗ
ｅ
ｉ
'
c
l
c
n
を
も
ま
ぐ
れ
が
人

仙
の
内
的
多
様
性
の
巾
に
痕
跡
を
留
め
て
ゐ
る
限
り
に
於
て
ｉ
明
ら
か
に

す
べ
き
」
だ
と
す
る
価
く
し
て
伎
い
民
放
學
は
、
渚
瓜
族
［
外
的
事
情
を

Ｉ
副
に
り
Ｉ
し
、
川
時
に
川
来
る
限
り
彼
等
い
今
日
・
い
状
態
や
話
史
的
に

心
川
ｔ
る
こ
ヽ
ク
ダ
心
圖
す
乙

　

「
地
理
的
な
見
方
（
外
的
事
情
の
考
察
）
と

卜
心
的
こ
り
Ｉ
．
炎
賎
い
考
ぺ
ご
と
は
相
件
つ
で
迎
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

雨
各
い
結
八
‥
ヤ
ら
ソ
ビ
正
竹
な
詐
價
加
生
れ
得
る
。
」
と
詑
か
れ
る
わ
け
で

き
。
る

　

ベ
ル
ン
ハ
イ
Ｌ
ム
が
史
學
方
法
論
宍
説
い
た
際
、
自
然
的
へ
物
質
的
）

渚
川
于
把
捉
０
仁
め
い
今
方
既
‥
と
し
て
本
書
を
・
畢
げ
仁
所
以
は
こ
ゝ
に
あ

ら
う
（
「
語
史
と
は
何
ぞ
や
」
坂
‐
昂
・
小
野
倣
二
雨
氏
共
課
本
二
一
八
頁
）

勿
論
、
ラ
。
ツ
ェ
ル
Ｊ
か
Ａ
る
地
人
棚
関
論
に
就
い
て
は
'
i
i
~
　
史
地
理
。
學
い

立
場
ヤ
ー
つ
も
「
小
牧
賞
繁
博
士
一
歴
史
地
理
。
學
」
五
幽
只
、
岩
波
講
座
地

瓊
學
總
論
）
、
又
、
史
學
者
こ
川
か
ら
も
（
西
田
爪
子
４
修
士
「
日
本
桁
祠

史
概
況
」
昭
和
十
四
年
度
帝
大
講
義
）
、
夫
々
訣
略
を
拙
稿
さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
人
相
開
論
こ
そ
、
ラ
″
・
ツ
ニ
ル
い
民
族
學
う
特
質

と
見
倣
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
、
本
書
は
十
九
世
紀
に
於
け
る
偏

屈
民
族
學
０
最
高
峰
を
示
す
も
い
と
さ
Ｉ
、
グ
レ
ー
バ
ー
は
一
九
二
三
年

の
ビ
ブ
リ
オ
ご
フ
フ
ィ
ー
に
於
て
コ
ム
リ
自
い
行
き
方
に
Ｉ
今
附
こ
れ

を
凌
司
す
る
も
の
ハ
り
し
」
と
Ｉ
ペ
宍
胆
ぜ
‥
ｎ
し
Ｔ
ｙ
？
こ
い
ふ
。
地
人
相
四

諦
が
一
つ
し
ツ
ェ
」
い
玉
張
で
ゐ
る
以
上
、
I
'
.
i
-
^

ａ
ｓ
i
n
t
i
ｓ
ｒ
ｎ
ｅ
　
^
>
l
e
l
^
^
)
ｃ
ｎ

ｎ
ｎ
ｄ
　
　
＼
Ｖ
ｕ
i
l
e
ｒ
i
r
(
;
ｂ
ｉ
ｅ
t
｡
　
Ｓ
ｉ
ｎ
ｌ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
ｎ
い
渚
収
も
昨
せ
Ｉ
さ
‐
べ
き
で
は
ふ

る
ま
い
か
。

　

ラ
ヴ
ッ
エ
ル
が
岡
正
雄
氏
の
所
謂
「
文
化
史
的
民
族
學
」
を
主
張
す
る

一
人
で
高
石
こ
と
は
改
め
て
言
ふ
迄
も
な
い
（
民
族
學
に
於
け
る
文
化
史

的
立
。
場
に
就
い
て
は
宇
野
闘
空
博
士
［
宗
教
民
放
學
］
二
七
頁
以
下
今
・

照
）
。
共
敵
、
ラ
″
ツ
Ｉ
ル
う
本
書
は
、
一
従
来
の
民
族
學
は
『
文
化
’
一
い
・

研
究
に
絡
始
し
、
集
川
と
し
て
の
或
、
は
ル
同
殼
と
し
て
の
民
族
・
種
族
の
’

統
裁
的
研
究
に
机
で
４
　
つ
だ
。
」
、
或
こ
「
に
来
の
民
碇
學
は
詮
り
に
も
民

友
い
系
統
的
戌
は
歴
史
的
研
究
に
重
き
を
殴
き
す
。
ぎ
た
ご
な
ど
と
い
ふ

批
判
は
常
然
受
容
せ
*
x
-
ぱ
こ
ミ
・
な
い
（
岡
正
雄
氏
【
現
代
民
族
學
の
・
諸
問

題
】
民
族
學
研
究
費
第
一
巻
第
一
隨
參
照
）
。
本
防
雪
が

　

一
）
ぞ
弓
手
・
７

ｖ
i
j
o
k
e
iｒ
l
i
'
一
■
　
A
l
t
ｃ
ｎ
　
ｕ
ヨ
一
Ｎ
ｃ
ｕ
ｅ
ｎ
　
W
e
l
t
　
Ｇ
部
に
限
定
せ
ら
れ
て
、
Ｕ
ｅ
ｉ
-

Ｎ
.
-
i
l
ｕ
ｒ
ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
の
部
を
Ｉ
切
省
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
ラ
ヴ
ッ
エ
ル
の
文
化
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史
的
民
族
學
を
よ
り
明
確
な
ら
し
め
た
如
き
哉
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ

　
　
　

は
決
し
て
原
著
者
の
意
に
附
ふ
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

本
詳
書
に
就
い
て
、
寡
見
の
範
関
で
気
づ
き
得
仁
脆
を
次
に
寥
げ
て
お

　
　
　

き
仁
い
。
第
二
章
「
蒙
古
人
と
ト
ル
・
諸
民
族
」
で
は
服
飾
武
器
・
産
業

　
　
　

様
式
・
生
活
様
式
・
商
工
業
よ
り
進
ん
で
祀
會
組
織
に
論
及
し
て
ゐ
る
が

　
　
　

「
天
幕
は
、
タ
ー
ー
ヴ
ン
で
は
多
く
は
赤
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
で
は
皿
一
で
あ

　
　
　

る
。
と
の
や
う
な
天
幕
の
色
の
亘
別
は
力
う

　

（
黒
色
）
と
い
ふ
言
葉
で
總

　
　
　

括
さ
れ
る
民
族
名
、
印
も
、
カ
ラ
ａ
タ
ン
グ
ー
ト
、
カ
ラ
Ｌ
キ
ル
ギ
ー
ス

　
　
　

等
々
と
は
、
何
等
開
保
は
な
い
。
」
（
四
八
頁
）
と
い
ふ
の
は
如
何
で
あ
ら

　
　
　

う
か
。
Ｐ
r
ｅ
ｊ
ｅ
ｖ
a
l
ｓ
ｋ
ｙ
原
著
･
　
Ｅ
.
　
１
)
｡
　
Ｍ
ｏ
ｒ
s
＾
ａ
ｎ
英
原
。
'
ｉ
Ｖ
Ｉ
ｏ
ｎ
ｎ
-
ｏ
'
i
a
｡
　
t
ｈ
ｅ

　
　
　

Ｔ
ａ
ｎ
ｅ
ｕ
t
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
t
ｒ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
t
ｈ
ｅ
　
ｓ
o
l
i
t
ｕ
ｄ
　
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
Ｎ
ｏ
ｒ
t
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
　
Ｔ
ｉ
ｂ
ｅ
t
｡
　
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

　
　
　

ａ
　
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
t
i
ｖ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ｅ
　
ｙ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ
　
Ｔ
r
ａ
ｖ
e
l
　
i
n
　
　
Ｅ
ａ
ｓ
t
ｅ
ｒ
ｎ
　
　
H
i
≫
ｈ
　
Ａ
ｓ
i
a

”

　
　
　

I
S
。
９
谷
頭
所
褐
、
Ｈ
.
　
Ｙ
ｕ
l
e
の
解
脱
に
「
支
那
は
國
境
地
域
の
諸
國
に

　
　
　

對
す
る
開
係
を
考
慮
し
、
西
谷
を
里
一
色
と
黄
色
の
二
つ
に
分
轄
し
て
ゐ

　
　
　

る
。
前
者
は
疑
も
な
く
、
プ
ル
ジ
Ｊ
ゲ
ア
ル
ス
キ
ー

ら
所
謂
カ
ラ
ー
タ
ン

　
　
　

グ
ー
ト
で
あ
り
、
こ
の
名
将
は
堵
牛
の
里
一
毛
を
編
ん
汀
布
の
天
幕
を
使
用

　
　
　

す
る
彼
等
の
慣
習
か
ら
来
て
ゐ
る
。
」
（
田
村
・
高
橋
雨
氏
共
謬
『
蒙
古
と

　
　
　

者
海
』
上
巻
二
六
頁
）
と
あ
り
、
口
ｌ
ａ
ｉ
ｌ
ｅ
ｓ
　
B
e
l
l
　
;
　
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
ｏ

ｔ

　
　
　

Ｔ
ｉ
ｂ
ｅ
Ｌ
　
　
'
ｉ
Ｓ
天
幕
族
（
橋
本
光
賓
氏
譚
本
二
一
頁
）
と
相
並
ん
で
、
一
－
黒
天

　
　
　

幕
族
」
「
黄
天
幕
族
」
｛
同
書
三
三
頁
註
八
｝
の
存
在
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の

　
　
　

が
參
照
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
狙
、
甘
州
府
志
巻
十
六
、
雑
纂
に
黄
番
・

ｊ

　

黒
番
が
見
え
る
。
黄
天
幕
族
・
黒
天
幕
族
に
比
定
す
べ
き
も
の
に
相
違
な

Ｂ

　

い
が
ゝ
府
志
の
編
者
は
黄
と
黒
の
由
来
を
放
゛
て
居
な
い
・
゛
併
し
乍
ら
‘

　

之
等
は
ラ
。
ツ
ェ
ル
の
常
時
と
し
て
は
止
む
を
得
な
い
瑕
遂
に
す
ぎ
な

　

い
ｏ
混
血
兄
の
問
題
に
就
い
て
も
腸
々
ふ
れ
て
た
る
が
、
就
中
、
「
四
川
省

　

め
國
境
地
１
　
に
多
数
の
支
那
ａ
チ
ベ
ッ
ト
混
血
兄
が
ゐ
る
。
彼
等
は
純
粋

　

な
チ
ベ
ッ
ト
人
を
軽
蔑
し
て
ゐ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
女
は
好
ん
で
支
那
の
商

　

人
又
・
は
兵
士
と
結
婚
す
る
。
」
（
八
九
頁
ご
と
叙
べ
て
ゐ
る
の
げ
注
意
さ
る

　

べ
く
（
イ
ー
ク
ゲ
フ
ル
も
洸
河
上
流
域
の
チ
ベ
ッ
ト
人
・
漢
人
の
間
に
涌
婚

　

が
行
は
れ
る
が
ブ
て
れ
は
漢
人
の
男
子
が
チ
ベ
ッ
ト
女
を
娶
る
の
で
あ
つ

。
て
、
漢
人
の
女
子
は
決
し
て
チ
ベ
ッ
ト
人
に
嫁
し
な
い
と
叙
べ
て
ゐ
る
。

　

－
Ｃ
ｕ
l
t
ｕ
ｒ
a
l
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
t
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
t
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｕ
-
Ｔ
ｉ
ｂ
ｅ
t
ａ
ｎ
　
Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
.
　
Ｃ
'
ｈ
ａ
Ｄ
.
I
I
I
)

　

之
は
現
代
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
が
「
往
往
特
殊
上
流
階
級
を

　

構
成
し
、
此
會
的
優
位
を
占
め
ご
「
祀
介
的
に
指
弾
せ
ら
れ
る
よ
り
も
羨
’

　

望
さ
れ
、
」
反
っ
て
純
粋
の
原
住
民
を
蔑
祀
せ
る
こ
と
（
棚
瀬
高
爾
氏
（
比

　

律
賓
の
民
族
１
　
　
一
八
八
頁
以
下
參
照
｀
）
と
相
通
す
る
も
の
加
あ
る
。
混
血

　

兄
が
常
に
自
己
帽
蔑
に
陥
る
と
い
ふ
の
は
、
必
ず
し
も
雁
史
的
現
宜
記
り

　

得
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
ラ
ヴ
ッ
エ
片
が
賊
に
か
Ａ
　
V
＜
1
鮎
に
迄
留
意
し
て

　

ゐ
七
鮎
は
多
と
す
べ
く
、
そ
れ
は
本
書
の
價
値
夕
推
す
べ
き
一
例
と
碩
び

　

う
ｏ
方
法
論
的
に
、
又
若
干
の
鮎
に
訣
陥
加
認
め
ら
れ
る
と
は
い
へ
、
民

　

族
學
の
古
典
と
し
て
の
位
置
は
不
動
で
あ
り
、
一
度
は
漬
ま
れ
て
然
る
べ

　

き
も
の
と
思
ふ
。
支
那
史
料
の
躯
使
も
認
し
得
ら
れ
な
か
つ
紀
富
時
の
こ

　

と
を
思
へ
ば
、
光
に
叙
べ
仁
如
き
暇
暇
の
間
々
存
す
る
の
も
止
む
を
得
な

　

い
わ
け
で
あ
り
、
其
事
の
故
に
本
書
の
價
値
を
云
々
す
る
こ
と
は
出
来
な

　

い
ｏ
な
ほ
原
著
者
ラ
。
ツ
ェ
ル
の
生
涯
と
そ
の
著
作
令
般
に
就
い
て
、
國

　

松
久
禰
氏
の
「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
と
・
ラ
。
ツ
ェ
ル
」
（
昭
和
六
年
九
月

　

古

　

今
書
院
刊
）
が
あ
る
の
を
挙
げ
て
お
か
う
。
〔
岡
晦
精
郎
〕
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